
令和３年度外海離島災害廃棄物広域処理検討業務

令和２年度まで奄美群島以南の南西諸島を対象に災害廃棄物の広域的処理に係る課
題と、広域処理の留意事項及び関係機関団体の連携の重要性を意見交換会等で確認し
てきた。令和３年度は沖縄本島以外に重要港湾を持つ沖縄県石垣市を対象に災害廃棄
物処理に関わる諸課題を意見交換会にて検討した。
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意見交換会で明らかになった石垣島周辺の現状と課題及び課題解決に向けた方向性

石垣島周辺の現状と課題 課題解決に向けた方向性

①災害廃棄物の島内処理について：
石垣市の焼却施設は老朽化が進み、最終処分場もいっ

ぱい。市民との環境協定でプラスチックを燃やせないた
め最終処分場はプラスチックでふかふか。他の離島には
小型焼却炉しかない。

プラスチックを燃焼可能な炉で回収することが原則。
石垣市で焼却炉の改良や、市民協定の改定を頑張っ
ていただく。沖縄県で市町村の合わせ処理の推進や
広域化に努める。

②石垣港の貨物会場輸送の現状について：
離島への高速船が1日約100往復。貨物船・漁船・巡視

船等 年間46,000隻の船の出入りがある。貨物は100万
ｔ/年の取扱量で港の受容力もいっぱい。災害時の船舶や
置き場及び係留施設の競合が予想される。

離島の災害廃棄物の海上輸送に関して国の支援があ
ることが望ましい。
国・県・大きな島・周辺の小規模な離島でスムーズ
に連絡・協議体制を構築することが重要。まずは上
下左右緊密な連絡体制を作る。

③災害廃棄物を広域処理のための選択可能な海上輸送方
法の想定について：
廃棄物を運搬する船舶はほとんど無い。現在は民間会

社に離島廃棄物の海上運搬を頼んでおり無理を言えない。
被災するとしばらく港は寄港不能となる可能性がある。

汚い物を乗せるため廃棄物を受け入れてもらう輸送
体制の構築が20年来の課題だが解決していない。

④災害廃棄物を広域処理で受け入れてもらう重要事項に
ついて：
民間のフェリー等に乗せていただいているのが現状で、

むき出しのまま運搬し汚水がしみ出す事など厳禁。

パッカー車など直接船に乗る状態で運ぶか、コンテ
ナ等の密閉性のある輸送容器で運搬が基本。離島へ
のフェリーには必ずフォークリフトが積まれており
戦力になる。運び易いきれいな状態で本土に運ぶ。

⑤周辺離島の災害廃棄物の受入れについて：
県外連携が今後どういう形になるのか難しい。現状は

ケースバイケースで対応している。

国土交通省九州地方整備局でストックヤードを建設
するために用地取得している土地の内、遊休地であ
る場所をヤードとして提供できる可能性がある。


